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研 究 会 だ よ り
第61回岡山実験動物研究会
平成23年7月 1日(金)午後 1時30分から午後5
時30分まで岡山理科大学第十学舎5階 11052教室で
福田勝洋先生 パ菜El伸彦先生のお世話で開催された｡
はじめに､会長の三谷盛-先生から開会のあいさつ
があり､その後特別講演 1に移った｡特別耕演 1は
｢(社)日動協の実験動物技術者認定制度の概要と今
後の展望｣と過して(社)日動協 ･認定専門委員会委
員長､山形大学医学部､(独)産業技術総合研究所研
究頃境安全本部の大和田一雄氏が講演され､司会は
福田勝洋先生(岡山理科大学理学部動物学科)が担当
されたo続いて､一般講演 ｢マウスにおける迎種間
雑種の雄性生地細胞に生 じた減数分裂の異常の解
析｣と題して岡山大学大学院自然科学研究科の西野
里沙子さんが講演され､司会は高橋純夫先生(岡山大
学大学院自然科学研究科)が担当された｡ 次に､特
別講演に移った｡特別講演 1は ｢スンクス(ジャコウ
ネズミ)の実験動物化とその特性-とくに低温不耐
性について-｣と題して織肘鉄一先生(岡山理科大学
理学部動物学科)が繕演された｡その司会は国枝(岡
山大学大学院自然科学研究科)が担当した｡特別講
演終了後､休憩を取った後に､事務局から会務報告
があった｡なお､会覇報告は平成23年度第1回理事
会の記載内容(70-71頁)を参照下さい｡会務報告終
了後､特別敵兵2に移った.特別純演 2は ｢川崎医
科大学医用生物センターにおける管理運営の現状-
微生物制御､衛生管理を中心にして-｣と逢して井
上菓理子さん(川崎医科大学中央研究部医用生物セ
ンター)が舗演された｡この司会は高橋純夫先生 (岡
山大学大学院自然科学研究科)が担当された｡特別
講演 3は ｢両生畑のように人間は再生できるように
なるのか?｣と過して岡山大学異分野融合先端研究
コアの佐藤 仲先生が講滴された｡この司会は竹内
栄先生 (岡山大学大学院自然科学研究科)が担当さ
れた｡
講演終了後､会場を移動して岡山大学津島キャン
パス ピーチユニオン4Fで懇親会が持たれ､講師の
先生を囲んで会員相互の親睦を深めた｡
特別講演1
(社)日動協の実験動物技術者認定制度の概要と
今後の展望
大和田 一雄
(社)日本実験動物協会 ･教育 ･認定専門委員会
委員長･山形大学医学部 ･(樵)産業技術総合研究所
実験動物学会が実施していた技術者の教育認定額
業を､1985年に (社)日本実験動物協会が継承し､
今年度 (平成23年度)で27年目を迎える｡この間､
2級登録者は 10,854名､現登録更新者 4,928名､1
級登録者は981名､規登録更新者は710名に連して
いるい
2級を受験するためには､実務経験4年以上､あ
るいは高校卒業後 1年の実務経験が必要であり､ I
級を受験するためには2級資格認定後4年以上の実
務経株あるいは2年以上の生物系大学を修TL1年
以上の実務経験を有することが義務付けられている｡
また､当協会に認定された堤菜高校の在学生にあっ
ては､特例として在学中に2級認定試験を､認定大
学にあっては1級 (2級)認定試験を在学中に受験す
ることができる｡
1級､2級とも学科試験と実地試験が課せられる｡
学科試験の問題は第 18回試験 (平成14年度)から､
実地試験の概要は平成22年度から当協会ホ-ムペ
ージ上で公側している.2級受験者のために約6ケ
月にわたる通信教育を行い､スクーリングによる実
地指呼を行っている (今年度よりスクーリング実地
修了試験合格者は本試験における実地試験を免除す
ることとした)｡l級受験者のためには､高度実験動
物技術者茸成研修会 (白河研修)及び各論講義 ･技
術研修会により学科と実地の指導を行っている (高
度実験動物技術者養成研修会の実地修了試験に合格
した者は認定試験受験に際し実地試験必須科白が免
除される)o合格者はそれぞれ1級､2級実験動物技
術者として認定され､技術者名簿に登録されるが､
5年ごとの更新登録が兼務付けられている｡
4半世紀を経た教育認定制度であるが､時代の要
詔に応えるべ く､ここ数年いくつかの制度改革に取
り組み､制度の透明化と試験実施の効率化､迅速化
をl到ってきた｡
1級､2級テキストの改訂､受験動物 (科目)檀
数の変更 (2級 :学科･実地とも1動物種選択､1級 :
平成24年度から学科の必須は｢総論｣及び｢マウス｣
とし､｢ラット･スナネズミ･ハムスター｣について
は､各論の選択勤物種 (各論 2種選択)のひとつと
した.また実地試験についても必伯は ｢マウス｣の
みとし､そのほかに各論動物種から 1動物椎を選択
することとした)0 [今年度 (平成 23年度)までは､
学科 ･基地とも従来通り ｢マウス ･ラット･スナネ
ズミ･ハムスターは必須とする｣｡学科試験設問形式
の変更 (4択式を採用､総論 100間､各論 50問)､
マークシー ト方式による解答と採点､学科過去問の
公開 (Web上)､実地試験概輩の公捌､大学特例認定
校の指定 (特例大学在学生は原則として 1級を受験
できることとしていたが､今年度から2級受験も可
とした)､技術指導貝制度の発足､試験の実施日の効
率化 (1級､2級とも年に一役)､地方における学科
試験の実施､認定校受験生に対する認定方式の変更
(合格者は在学中に認定)､各論実地溝兼開始､実験
動物技術指埠貝による認定高校への出前授業の開始､
1級 (2級)実技テキストの作成 (マウス･ラット､
ウサギ､モルモット､サル)などがその主な内容で
ある｡
また､この資格に関する諸外国の実情を収集する
ため､ここ数年､米国の実験動物技術者認定登録団
体 (AALAS)並びに担当者との間で密に情報交換を
行っている｡
わが国唯一の実験動物技術者資格認定制度として
業界に定着 しているものの､有資格者の生涯教育シ
ステムの構築､登締更新率の向上､実験動物技術者
の再生産に向けた指導者の育成などを今後の課題と
捉え､関係各方面の協力の下､これらをひとつひと
つ克服 しつつ､この貴格の社会的､国際的評価の向
上を目指 したいと考えている｡
一般講演
マウスにおける亜種間雑種の雄性生殖細胞に
生じた減数分裂の異常の解析
西野 里沙千､辻 岳人､EEL]桟 哲夫
岡山大学大学院自然科学研究科
【目的】減数分裂の進行においては､第一分裂前期
で相同染色体が正常に対合することが重要であり､
噛乳類の種間雑種などではこの対合に異常が起こる
ことで精子形成過程での減数分裂の進行に異常が生
じ､不妊となることが知られているOこれまでの本
研究室における研究の過程で､実験勤物として一般
に 用 い ら れ て い る マ ウ ス の 亜 種 で あ る
Mm.domestl'cLtS由来の近交系マウスと日本産野生
マウスである Mm.moJosslmtS由来の近交系マウス
の交雑により得られた亜種間雑種のF2世代の梢F:_l細
胞においてアポ トー シス頻度が上昇 していることを
見出している｡ したがってマウスでは亜種間雑種に
おいても､精子形成における減数分裂の進行に異常
が生 じている可能性が示唆された｡そこで本研究で
は､亜種間交雑によって作出されたFl個体を用いて､
この生娘細胞におけるアポ トー シス頻度の上昇の発
生機構の解明を試みた｡
【方法】MusmLtSCuJusdomestl'cus由来である
C57BL/6､C3H､BALB/Cとその亜種である Mus
muscuJusmolosslnLtSに由来するJFl/Ms系統のマ
ウスの雌雄それぞれを用いて交雑を行い､亜種間雑
種である Fl個体を作出した｡10週齢の親系統､及
びFl個体の精巣をブアン固定 し､パラフィン包埋 し
た後に切片を作成 した｡その後､mNEL染色によ
りアポ トー シス陽性用胞の数を計測 した｡また､減
数分裂の過程での相同染色体対合の異常を調べるた
めに､C57BL/6､JFl爪4S､及び Fl個体の精巣を用
いて､生殖細胞の染色体標本を作製 した｡作成 した
染色体標本は､減数分裂第-分裂中期の染色体像を
ギムサ染色で､第-分裂前期の相同染色体の対合を
シナプ トネマ複合体特異的な抗 SCP3抗体を用いて
免疫染色により観察 した｡
【結果】TUNEL染色の結果､C57BL/6とJFl/Ms
のFl個体では､親系統と比べて減数分裂第一分裂中
期の細胞のアポ トー シス頻度が有意に上昇 している
ことが確認された｡一方､C3HとJFlを用いた亜種
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閉経様Fl個体では､わずかにアポ トー シス頻度の L
昇が見られるのみであり､逆にBALB/Cを用いた薬
種｢'il'雑種Fl個体では顕著にアポ ト-シス頻度が上昇
しているだけでなく､精細管内の伸長精子細胞がほ
とんど観察されず､不妊であることが疑われたoま
た､ギムザ染色による染色体標本を税察したところ､
C57BL/6とJFl/MsのFl個体の減数分裂第-分裂中
期の生地用胞において本来対合しているはずのX染
色体とY染色体解離 している頻度が有意に上昇して
いた｡さらに､衣LEj展開法によるFl個体のシナプト
ネマ複合体の免疫染色の結果､減数分裂第一･分裂前
期の生殖細胞において常染色体の対合には顕著な異
常は見られなかったが､X･Y 染色体の不対合の頻度
が親系統と比べて有意に上昇 していることが明らか
となった｡雄の生殖細胞の減数分裂では性染色体は
偽常染色体領域(PAR)と呼ばれる Ⅹ-Y染色体の間で
相同性を持ったわずかな領域のみで対合することが
知られており､そのため常染色体と比べて対合の異
常が生 じやすいと考えられている｡ したがって､亜
種間交雑によって作出されたFl個体の相子形成では､
一都の細胞でX-Y染色体の対合異常が起こり､その
結媒アポ トー シスが引き起こされている可能性が考
えられた｡
賛助会員による講演
最新の実験動物用マイクロX線CT装置
～R_mCT2製品紹介～
摘中 功
株式会社 リガクNDTイメージング事業部 営業部
細井 賓
株式会社メディケアー 代表取締役
近年､X線 CTによる撮影技術が､マウス､ラッ
トに代表される実験小動物の研究分野に応用され､
注 目を集め てい ます｡ 今回ご案内いた します
R_mCT2装置は､生体を経時的に観察撮影ができる
in-vivo3DマイクロX線CT装置です.本装置では､
骨密度はもちろんのこと､体脂肪計測､腫坊の計測
等､硬組織から軟組織 まで､高解像度画質 (10′"m/
ピクセル)で､わずか最短 17秒で撮影することが
できる CT装置です｡当日は製品概要と撮影画像を
紹介させて頂きます｡
特別講演2
ナメクジウオ奮闘記
一頭索動物ナメクジウオの飼育と研究一
安井 金也
広島大学大学院理学研究科生物科学専攻
ナメクジウオは轄蛤の仲間でも魚の仲間でもない,
脊索動物門頭素動物に分類 される無脊椎動物である.
その解剖学的特徴が現在生きている動物の中で愚も
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11LUI席ナメクジウAu)他花勅僻仲 人ささはJenl･3bu欄 ft;が多
い r･UJ偶(似て雄で.棺姉に小さIJJ坊が/=並んでいろ よう:こilL
え7J生相性か白く.色,/JflいたF,J)雌 と簡rtにF.別 /I;つく
･糾臣動物に似ていることから,脊椎動物の起源を知
る動物として19世紀から研究されてきた.岡山では,
1949年のlfL･J山大学(当時)浦良治先生の血管系の研究
が残されている.しかし,多数の桜内冶佳子を使っ
た最近の分子系統解析では,脊索動物の3グルー70,
軸索動物 ･尾索動物 ･脊椎動物の中で最も分岐が深
いことが示されている.
これまでの研究では,ナメクシウオが持つ脊椎動
物との共通点ばかりが協調されて,ナメクシウオ独
自の特徴が軽視されてきた.私はナメクゾウオの特
異的特徴に注Elして,それを進化史的に里拍卑したい
と願っている.そのことが,系統関係の理解に重安
であると考える.長い研究史にもかかわらず,ナメ
クジウオはず-f顛glJ)物の中で姑も研究が遅れてしまっ
た.その原因は,研究材料の入手の難 しさが大きい.
私はナメクジウオを使いやすい研究材料にするため,
2005年から天然海水 .餌の単細胞珪藻 ･ノト型水槽を
利用したナメクジウオの室内飼育を開始して,飼育
装思t勺での産卵と二世代にわたる繁殖に成功してい
る.一都は放流することができた.卵成熟機構が未
解明のため,随時,発生学的研究材料を得ることは
できないが,毎年自然個体群から材料を得る状況か
らはかなり進展したと考える.
現在,この飼育辞を利川して,動物の中で極めて
特異nJな体の左側に開口する口部の神経と筋の発生
パターン,および,脊索動物の共通頃を探るナメク
ジウオの体軸確立機構の解明を進めている.いつに
なったら核心に迫れるのかは分からないが,これま
で得られた結果について紹介したい.
第62回岡山実験動物研究会
平成23年11月25日 (金)午後 1時30分から午
後5時30分までピュアリティまきびで日本生物工学
西日本支部の協賛で開催された.はじめに､会長の
三谷恋-先生から開会のあいさつがあり､その後賛
助会月による掛 寅に移った｡賛助会員による講演は
｢動物実験施設等における脱臭 ･除菌を目的とした
光触媒技術の応用｣と題して高岡 秀氏 (昭和セラ
ミックス(㈱)が講演された｡この司会は織田銑一先
坐 (岡山理科大学理学部動物学科)が担当された｡
講演終了後､休憩を取り､その後会務報告を行った｡
会務報告は常務理事の浅El伸彦先生 (事務局代理)
が行った｡会務報告は平成23年度第2回理｣_i会の記
峨内容(71百)を参照下さい｡埋輩会 ･常務理事会は
従来通り各々2回開催する｡
捻会では会員の矢田範夫氏から2013(平成25年)9
月27日(金)-28日(土)に岡山で開催される ｢日本
実験動物技術者協会第47回総会ln哨れの国 岡山｣
の案内､紹介があった｡
その後､名誉会員の推戴式が行われた｡長年､本研
究会の発展のためにご貢献､ご尽力された理中の倉
林 讃先生 (岡山大学底学部客員研究員)が名誉会
員に推赦された｡
名誉会員として推赦された倉林 誘先生
続いて､特別言翫寅に移った｡特別講演 1は ｢植物
培養細胞を活用して基礎研究と夜学連携研究を追求
して｣と過して清田博喜先生 (岡山理科大学理学部
臨床生命科学科 ･教授)が講演された｡司会は浅田
伸彦先生 (岡山理科大学理学部動物学科)が担当さ
れた｡続いて､特別講演 2は ｢実験動物と動物実験
について今思うこと｣と題して西川 智氏 ((独)放
射線医学総合研究所 ･研究韮盤センター)が講演さ
れた｡司会は佐藤 (岡山大学農学部)が担当した｡
硯演終了後､同会場で懇親会が持たれ､講師の先
生を蝕んで会員相互の親睦を深めた｡
賛助会員による講演
;:動物実芳貴施設等における脱臭 ･除菌を目的とした
光触媒技術の応用』
高岡 秀
昭和セラミックス株式会社
1972年 ｢本多 ･藤島効果｣として光触媒原理が発
見されて以来､この光触媒を用いた技術は様々な場
面で耳にするようになりました｡ビルの外壁やガラ
ス-の塗布によるセルフクリーニング効果などは身
近に感 じられる光触媒技術の一つであります｡弊社
ではこの光触媒技術をフィルター化 した ｢光触媒セ
ラミックスフィルター｣の製造販売を行っておりま
す｡この技術は大手セラミックスメーカーより技術
移管を受けたもので､,q異的な比表面相と高活性化
構造を特徴としていますOこれらの特徴は､移管さ
れた r光触媒層のナノ構造を制御する製造技術jに
より実現されるものです｡
この光触媒セラミックスフィルターには有用な性
質があり､その強力な酸化力によって二オイの元と
なる化学物質を分解することができます｡ニオイの
元を分解することにより､悪臭が問題となるような
施設 ･環境への応用が期待できるのです｡動物臭 ･
汚物臭はもちろんのこと､特定悪臭物質に定められ
ているすべての化学物質分解が認められており､具
体的には動物飼育室内への設置 (室内環境対策)･空
調設備への組込み (室内環境対策)､室外排気への設
置 (近隣住民対策)が可能です｡
つまり活性炭フィルターなどの吸眉 )ノ式 に代わる新
しい脱臭方式なのです｡
コス ト面においても優れた点があります｡従来の
吸着フィルターでは飽和状態での取替交換が必須で
交換サイクルも早く､高ランニングコス トでありま
したが､この光触媒フィルターは ｢水洗い｣での再
生が可能です｡フィルター表面への付着物などによ
り能力が低下した際は､｢水洗い-乾燥｣することで､
繰 り返 し従来の能力を取り戻すことができます｡薬
剤など特別な処理を必要とせず､低ランニングコス
トでの維持が可能なのです｡
本日は環境改善の新たな手法として､導入実例な
ども紹介すると共に､この光触媒を用いた空気浄化
について桂案したいと考えております｡
有害ガス試験 (財団法人神奈川科学技術アカデミー
にて試験JISa170112)
除菌試験 (財団法人北里喋境科学センターにて試験
No,北生発21･0058,21･0061)
特別講演 1
植物培養細胞を活用 して基礎研究と産学連携研究
を追求 して
横田 博喜
岡山理科大学 理学部 臨床生命科学科 教授
本講演は,植物培養細胞を活用して基礎研究と産
学連携研究を追求しての演題で行い,植物培養細胞
の変換機能解明と産学連携実績,特に,大学発ベン
チャーの大学シーズと商品化に関して講述する.ま
た,グリーンケミス トリーの概念を取り入れて,坐
体触媒が営む配糖化反応を説明して,配糖体の機能
性や生理活性作用等を講述する.更には,これらの
活性物質を含む化粧品やサプリメントの商品化に関
しても説明する.
大学の研究成果をもとに起業する r大学発ベンチ
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ヤー頼 二関 して,2001年の/ト泉内閣が-3年で
1000社起業-を目標に掲げたO今日までに約 10
00社が立ち上がった｡その結果,数値E]標の数の
目標は達成された｡ しかし,現実のビジネス化は厳
しく,これまでに起業 した大学発ベンチャーが急減
している.急減の大きな嘩由は大学教員が素人経営
なのでビジネスとしての成果が出せないからである
と鋸じられている (朝 日新聞,2009年 12月)｡
このような理由や今日の経済状態を考慮すると,こ
れからの大学発ベンチャーの成功は難 しいと示唆さ
れる｡
演者は植物培養細胞や生体触媒による物質変換研
究を行い,生体触媒の反応の選択性を解明して,種々
の生理活性物質の合成を行っている｡その結果,演
者はこれまでに,特に,植物培集細胞の営む反応の
選択性や基質特異性等を明らかにし,次いで,種々
の生押活性物質を合成 している｡更には,合成した
生郡.活性物質の機能性研究も行い,生理活性物質が
抗酸化活性,総コレステロール抑制作用やチロシナ
ーゼ阻害活性作用等の機能性を有 していることも明
らかにしているo
演者は庭草連携の実旗を追求して.チャレンジ精
神を持って,大学発ベンチャーを岡山理科大学 (2
008年 5月)に立ち上げ,実用化に成功 している｡
本講演で在学連接の大学発ベンチャーに密接に関与
する大学シーズの研究と商品化 (サプリメントと化
粧品)に関 して具体的な内容を説明する｡
特別講演2
実験動物と動物実験について今思うこと
西川 管
(独)放射線FJi学総合研究所 研究基盤センター
岡山大学に入学 した 1973年に初代会長の猪貴
義先生 (岡山大学名誉教授)が教授 として赴任さ
れ､1977年から大学院生として2年間こ指導いた
だき､以降30余年実験動物 ･動物実験と関わって
きました｡
10年前の本研究会の会報第 18号 (2001)に猪先
生が ｢実験動物研究の 50年を顧みて｣と題して実
験動物 ･動物実験に関わる以下の項目を挙げられ
ています｡
･ 実験動物研究会の設立とその背景
･ 動物実験の特徴と変動要因
･ 遺伝コントロール
･ 病気コントロール
･ 環境コントロール
･ ヒト疾患モデル動物の開発と利用
･ 動物実験に関する法規と指針の策定
･ 動物実験学の構築
･21世紀において検討すべき言昔問題
講演では猪先生が上げられたこれらのうち､私自
身が業務で関わった､
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･ 逝伝コントロール
･ 病気コントロール
･ ヒト疾患モデル動物の聞発と利周
･軌物実験に関する法規と指針の策定
･ 動物実験学の構築
･21世紀において検討すべき諸問題
についてこれまでの経験を基にして今感ずるとこ
ろを話してみたく思っています｡
また､2007年から放射線医学総合研究所 (放医
研)に移り､これまでの施設管理には無かった放
射線と云う新たな要素が加わり､実験動物と放射
線の2つの管理の難しさを実感しました｡かつ､
適正な動物実験と云う語句が示すように動物実験
を取 り巻く社会的要請が以前よりはるかに厳しく
なった下で従来以上の諸環境の整備を求められる
ようにもなりました｡
なお､3月 11日の大震災で引き起こされた福島
の原発事故に､放医研は今後大きく関わることに
なるかと思いますが､放射線生物学の基礎と放射
線研究での実験軸物 ･動物実験の役割についても
述べてみたいと思っています｡
平成 23年度第 1回理事会
平成23年7月 1日(金)12:30から13:00まで岡
山理科大学第十学舎5階 11052教室で開催された｡
(D平成22年度の拍動報告
○研究会を2回開催｡第59回研究会は7月2日(金)
13:30から17:45まで岡山大学理学部 1号館2階 21
番講頚室で高橋純夫先生 ･竹内 栄先生 (岡山大埋
学部)のお世話で開催された｡一般差掛寅2題､特別
講演3題､懇親会が企画された｡第60回研究会は日
本生物工学会西 日本支部の協賛で 11月 26日
(金)13:30から 17:30までピュアリティまきびで開
催された｡賛助会員による.ilWiT:1題､特別純演3題､
懇親会が企画された.
0会報の発行 ･公開 :第26号会報が5月末日に発行
され､6月に会員に送付されたことが報告されたD 第
26号までの会報は学術成果リポジトリtに登録 ･電
子ジャーナルとして公開された｡岡山大学学術成果
リポジ トリ等へのコンテンツ登録に関する協定が三
谷会長と岡山大学附属P]書館長との間で3月24日協
定締結を結んだことが報告された(詳細は第 27号会
報参照下さい)0
○役員の選任 :役員 (平成23-24年度)の選任が会
則第7･9条に則って行わhた｡
○理iJi会は7月2日､日月26日の2回､常務理事会
は5月 19日､10月27日の2回開催 した｡
○投稿規程の改正
【現行】
6. 図表は､そのまま製版できるように A4サイズ
の用紙で作成し､写真は A4サイズのケント紙に貼
り付けるO本文中に図表などの挿入場所を指定する
引用文献は畳廷名､表題名､雑誌 名､貫数､年号
の順で記服する｡
Ll.研究会網の内容は､研究会のホームページに掲
載する｡
【改正】
6. 国 (写真を含む)･表は､そのまま製版できる
ように鮮明に作成し､その大きさは､印刷時と同じ
サイズとする-本文中に図表などの挿入場所を指定
する｡引用文献は塾畳名､表題名､雑誌名､互選上
京数､年号の順で記叔する｡
ll.研究会報の内容は､研究会のホームページなど
に公開する｡
○ホームページの更なる充実を[1Jる｡
○会員の入会､退会の報告があった｡
○埋草の倉林 絹先生が平成22年5月13日､京都
テレサで日本実験動物学会の功労賞を受質された
ことが報告された｡
○平成22年度 (1月1日-12月31日)の会計収支
決罪報告:収入の部として前年度繰越金 377,448円､
会Pl'･32,000円､賛助会¥キ390,000円､寄付(高橋先
生･竹内先生)33,000円､日本生物工学会西日本支部
20,000円､郵便貯金利子27円となり､総相852,475
円､一方､支出の部として印刷費 (第 26号･会報)
154,192円､通信輝22,970円､第 59回研究会謝金
30,000円,補助40,000円､第60回研究会謝金20,000
円､補助 142,500円､雑野7,080円となり､支出総
禍は416,742円で､残高は435,733円であった｡会
計収支決算書は平成23年 1月25日に監事の先生方
による会計監査を受けた｡
②平成23年度の活動中間報告と活動計画
○研究会を2回開催する｡第61回研究会は福馴券洋
先生 ･浅田仲彦先生のお世話で岡山増村大学第十学
舎で開催されているO特別講演 2題､賛助会員によ
る誹演 l題､一般講演 1題､懇親会が企画されてい
る｡第62回研究会は11月25日(金)午後にピュアリ
ティまきび(予約清)で開催を予定している｡賛助会
員による講演､特別講演と懇親会を企画する｡
○研究会報 (第27号)を5月に発行 ･会員に送付し
た｡第28号の編集を開始する｡原稿締切12月末日､
平成24年3月発行を予定する｡岡山大学学術成果リ
ポジトリ等へのコンテンツ登録及び公開を継続する
○確乎会･常務理事会は各々2匡】開催する予定で､す
でに理事会は7月 1日(第60回研究会)に､常務理車
会は5月 11日にそれぞhl回開催された｡
○会則第6条および7条に基づき役員の選任 (補充)
を行う｡名誉会月の推挙を行う｡
○ホームペ-ジの更なる充実や会員の拡大を進める
○平成23年度の会計収支中間報告 (1月1日-6月
24日):収入の部として前年度練越金435,733円､会
費61,000円､賛助会'ili150,000円､郵便貯金利子 15
円､収入総額は646,748円となり､一方､支出の部
として､印刷費 (第27号会報 159,568円､通信費
23,250円､第61回研究会謝金60,000円､補助30,000
円､雑費0円､支出総毛射ま287,286円で､粗動ま
360,272円である｡
③平成24年度の活動計画
(⊃研究会の開催 :第63回研究会は会員持ち阿り会場
で､6月下旬 ･7月上旬 (金)13:30-を予定し､一
般講演･特別講演などを企画する｡第64回研究会(創
立30周年記念大会)は11月下旬か 12月上旬に､公
共施設で､特別講演･記念講演 ･賛助会員による講
演など計3過､懇親会を企画する｡
○会報第28号の発行は3月予定､第29号の編集を
開始する｡
○役貝の選任 (平成25-26年度)会則第9条
○岡山大学学術成果リポジトリ等へのコンテンツ登
録および公開 (継続)
○ホームページの更なる充実､会員の拡大
○理事会の開催 (2回)第63回､第64回研究会 開
催日､拡大常務理準会の開催 (2回)4月下旬-5月
上旬､10月上 ･中旬予定
平成23年度第2回理事会
平成23年 11月25日 (金)12:30から13:00まで
ピュアリティまきび (研究会会場)で開催された｡
①平成23年度の活動報告
○研究会を2回開催｡第61回研究会は7月 1日(金)
13:30から 17:30まで例日｣理科大学第十学舎 5附
11052教室で福田勝洋先生･浅田伸彦先生のお世話で
開催された｡特別講演 2題､賛助会員による御前1
題､一般講演 1題､懇親会が企画された｡第62回研
究会は日本生物工学会西日本支部の協韓で本 日(ll
月25日)13:30から17:30までの予定でピュアリティ
まきびで開催されている｡
〇第27号会組は5月に発行 し､会員へ発送 した.第
27号までの会報は三谷会長の努力で岡山大学学術成
果リポジトリ一に登録､電子ジャーナルとして公開
されている｡現在､第28号会報の編集作業に着手 し
ている｡原稿締切は平成24年 1月末日とし､3月発
行を予'Jiiしている｡
○会則第5条に基づき､名誉会員の推挙を行った｡
倉林 議先生 (岡山大学医学部客員研究員)
○会則第6条に基づき､役員 (理事)(平成23-24
年度)の選任 (補充)を行った｡
織田銑-氏 (岡山理科大学埋学部動物学科 ･教授)
山下光治氏 ((掬エイチ ･エス ･ピー ･取締役
研究開発部長)
古本佳代氏 (倉敷芸術科学大学生命科学部 ･講師)
○会員の入会､退会の報告があった｡
②平成23年度 (1月 1日-11月21日)の会計収支
中間報告:収入の部として前年度繰越金 435,733円､
会費 109,000円､賛助会費360,000円､日本生物工
学会西日本支部 20.000円､第 27号会報売上金(20
冊)10.000円､郵便貯金利子 26円となり､総額
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934,759円､一方､支出の部として印刷費 (第27号
会報)169,568円､通信費29,370円､第61回研究会
謝金60,000円､補助30,000円､第62回研究会謝金
10.000円､経費23,418円となり､支出総細は322,356
円で､残高は612,403円であった｡
a)平成24年度の活動計画:研究会を2回開催する｡
第63回研究会は会員持ち回りで6月29日(金)13:30
-17:30に岡山大学大学院教育学研究科の河日管典
先生のお世話で開催を予定している｡特別講演1超､
一般講演を予定しているO特別講演は安藤元紀先生
(岡山大学大学院教育学研究科)にお願いしている｡
第64回研究会は 11月30日 (金目3:30-ピュアリ
ティまきび(予約活)で開催を予定 している｡記念講
演､招待講演､特別講演など､懇親会を企両する｡
第64回研究会は創立30周年記念大会になることか
ら､記念写真横形などの企画を行う｡
研究会報 (第28号)を発行 し､第29号の編集を
行う｡平成25-26年度の役員選任を行う｡
リポジ トリ等のへのコンテンツ登掃および公開
を継続 し､ホームページの充実や会員の拡大を図る｡
会員の矢田範夫氏が大会事務局を担当される ｢日
本実験動物技術者協会 第 47回総会 in 晴れの国
岡山｣(2013(平成 25年)9月27日(金)-28日(土)
に開催)に全面的に協力することが確認された.
第2回理事会以降の活動と会計報告
群小の倉林 招先生が名誉会員になられて､理事
に欠員が生 じたことから正会員の矢田範夫氏 (岡山
大 ･自然生命科学研究支援センター ･動物資源部門
鹿田施設)が推薦され､メール会談 (討講期間 :辛
成24年 2月6日-20日)を開催 した｡その結果､矢
田範夫氏が常務理事に選任された｡
縦木勝巳氏(岡山大 ･自然生命科学研究支援センタ
ー ･動物食滞部門 ･准教授)が入会された｡
第28号会報の原稿締切は原稿の応募状況から2月
末までに延長 し､会貝に寄稿を依頼 した｡この間､
事務局編集担当による編集作業や著者校正を行い､
すべて終了した4月6日に印刷所に発行を依頼した｡
会則第 10条に基づき､会計年度は暦年度とするこ
とから､平成 23年度 (1月 1日-12月31日)の会
計報告が作成された｡前記の第2回理事会の報告｢会
計収支中間報告｣に追加､変更のあった項目と金額
のみをF記に示す｡
第 62回研究会の補助は 136,358円､支出総視は
458,714円となり､収入総甜934,759円から支出総額
458,714円を差 し引いた残高は476,045円となった｡
平成24(2012)年2月7日､10日に監事の高橋純夫先
生 ･菊永茂司先生により会計監査を受けた｡
